




車  種 台 数
廃
録

産
登

軽:トラック 4

1.4tキャブオーバー

2.75ダンプ ○

3tダンプ 4 ○

2tパッカー 1 ○

2.2tノ くッカー

4tt\yfi* ○

3.25tユニック

8tコ ンテナ 2 ○

10tユニックトラック 1 ○

2t高所作業車

【所有車輌 】 【所有重機 】

2.認証・登録範囲

認証 。登録の対象組織猛 :株式会社 東緑化

認証・登録の対象活動

総合造園建設業 (造園・土木工事。緑地管理・伐採・枝葉根株チップ化処理・堆肥生産販売)

産業廃棄物収集運搬業

機  種 性 育ヒ 台 数

油圧ショベル 0.09rピ
，

″

油圧ショベル 0.16ポ ９

”

油圧ショベル 0.28rr ９

“

油圧ショベル 0.45ピ 1

油圧ショベル 0.5ぷ つ
ん

油圧ショベル 0.52ポ 1

油圧ショベル 0,8ぷ 1

ホイァレローダー 0.5ポ
つ
乙

rt4 *a*9* 0.6ポ ，

″

フォークリフト 2.5t 1

粉砕機 12tる及 1

粉砕機 20t率及 1

堆肥箭い機 牽引式 1
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4.環境経営 目標

環境項目としては、環境方金十を基本とし環境への負荷量及び環境への取組みの自己チェック結果を考慮して、

環境 日標を以下の通り設定し、環境活動を推進するG

令和2年度の実績を基準値としました。

注1:ガソリン、軽油、総排水量については、工事の施工量に大きく影響するため、日標値の設定において、
完成工事額当たり(原単位)の二酸化炭素排出量、水使用量を設定し、評価する.

注2:植物材 (剪 定。伐採等による草木等)の再資源化率は、令和6年度まで100%を 目指す。

注3:グリーン購入は、事務用爵:調達とする。         4-

項 目     ヽ      年度

基準値

(令和2年度 )

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和3年 11月 ～
4年 10月

令和4年 11月 ～
5年 10月

令和5年 11月 ～
6年 10月

令和6年 11月 ～
7`千二10月

05%)削 減 10%肖 1)支 1.50/・ 肖J減 20%削減

二酸化炭素排出量
(① +②+③+④)

総量(kg― C02) 122,386 121,773 121,161 120,550 119,937

①電力

使用量 (kWh) 10,625 10,571 10,518 10,465 10,412

総量(kg一 C02) 4,855 4,830 4,806 4.782 4,757

②ガソリン(注 1)

使用量 (0) 8,580 8,537 8,494 8,451 8,408

総量(kg― C02) 19,904 19,804 19,704 19,605 19,505

kg~C02/百万円 7427 73.89 73.52 73.15 72.78

0軽油(注 1)

使用量 (1) 37,823 37,633 37,444 37,255 37,066

総量(kg― C02) 97,583 97,095 96,607 96,119 95,631

kg― CO./百万円 364.1 3622 360.4 358.6 356.8

②+0(ガソリン・軽油)合計 総量(kg― CO,) 117,487 116,899 116,311 115,724 115,136

④LPGガス
使用量 (kg) 21.7 21.5 21.4 21.3 21.2

総量(kg― C02) 44.9 44.6 444 442 440

水使用量 (注 1)

総量(ぷ ) 870 86.5 86.1 85.6 85.2

ご/百万円 0.32 0318 0.316 0.315 0313

コピー用紙使用量 総数 (枚 ) 13,891 13,821 13,752 13,682 13,613

廃棄物排出量の削減
(植物材の再資源化)(注 2)

再資源化率 (%) 100 100 100

グリーン購入(注 3) 調達率(%) 98 98 98

環境配慮施 工の推進
(造同事業の知識技術の向上
ヒヤリハットによる安全操業推進)

社員対象勉強会
4回/年

4 4 4 4 4

社会貢献活動
(近隣道路清掃活動 )

4回/年 4 4 4 4 4

完成工事額 百万 円 268







6.環境目標の実績

備考 :環境 目標の達成状況に対する評価点の基準
〔100%≦ 達成度 :2点  40%≦ 達成度<100%:1点  40%>達 成度0点〕

注1:ガソリン、軽油、総排水量については、工事の施工量に大きく影響するため、日標値の設定に
おいて、完成工事額当たり(原 単位)の二酸化炭素排出量、水使用量を設定し、評価する。

注2:植物材 (剪定・伐採等による草本等)の再資源化率は100%を 目指す。

注3:東京電力mの排出係数0.457(kg― C02/kWh)を使用したc

注41グリーン購入調達率算出は、事務用品の環境ラベル表示購入品日÷全購入品目としたc
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項 目     
―

     年度

基準値

(令和2年度 )

令和3年度

令和3年 11月 ～令和4年 10月

05%削 減 実績
達成率
(%)

評価点

二酸化炭素排出量の削減
(①十②+③+④ )

総量(kg― C02) 122,386 121,773 148,591 819 1

①電気使用量の削減
(注 3)

使用量 (kWh) 10,625 10,571 11,659 906 1

総量(kg― C02) 4,855 4,830 5,328 906 1

②ガソリン使用量の削減
(注 1)

使用量 (0) 8,580 8,537 8,196 1041 2

総量(kg― C02) 19,904 19,804 19,013 1041 2

kg― C02/百 万円 7427 73.89 6964 原単位百万円当りの削減率
57%)減少

③軽油使用量の削減
(注 1)

使用量 (0) 37,823 37,633 48,144 1

総量(kg― C02) 97,583 97,095 124,211 1

睦一C02/百 万円 364.1 362.2 455.0
原単位百万円当りの削減率

256%増加

②+0(ガソリン・軽油)合計 総量(kg― C02) 117,487 116,899 143,224

④LPGガス使用量の削減
使用量 (kg) 21.7 21.5 19.2 1119 2

総量(kg― CO,) 44.9 446 112.3 2

水使用量の削減
(注 1)

総量(lli) 870 86.5 104,0 831 1

ぷ/百万円 0.32 0.318 0.38
原単位百万円当りの削減率

194%増加

コピー用紙使用量の削減

総数 (枚 ) 13,891 13,821 13,215 1045 2

枚/百万円 518 51.5 48.41
原単位百万円当りの削減率

6%減少

廃棄物排出量の削減
(植物材の再資源化)(注 2)

再資源化率 (%) 100 1000 1000 2

グリーン購入の推進(注4) 調達率(%) 980

環境配慮施 工の推進
(造 園事業の知識技afの 向上
ヒヤリハットによる安全操業推進)

社員対象勉強会
4回 /年

4 4 4 2

社会貢献活動
(近隣道路清掃活動 )

4回 /年 4 4

完成工事額 百万円 268











7.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組内容 環境活動計画 取組結果と評価 次年度の取組内容

電 力 使 用 量 の 肖J減

ll空調の適温化
残業時間の肖」減及び使用してい

ない照明の消灯の徹底を行い、
夏期においては扇風機を使用し

削減に取組み、
今年度の使用量は、
日常票輌在10,571kWh
実績値 11659kWh
達成率は90.6%

次年度においても1司 内容C
取組を継続する。

②昼休み・不在時の消灯

ЭOA機器不要時の電源

Эコピー機の電源

Эエアコンフィルターの
浩掃

油
減

軽

削
．　
の

ン
旦里

ソ
用

ガ
使

Э適正運転の実施

ガソリンにおいては、エコドライブ
の実践 (急発進・急ブレーキの抑
制。法定速度の遵守)を徹底し削
減に取組み、
今年度の使用量は、
日標値8,5370

実績値8,1960

達成率は104.1%

軽油においては、重機稼llt率の

増加があったが、機械の維持管理
及び車両有効利用を実施した。
今年度使用量は、
日標4貞 37,6330

実績値48,1440

達成率は78.1%

次年度においても同内容の

取組を継続する。

②車両有効利用の促進

Э車両・機械の維持管理

水 使 用 量 の 削 減

Э細めに止水
社屋整地工事のため増加したが、
生活利用水を細めに止水し取組
み、今年度使用量は、
日標値8651f
実績値104.0ボ

達成率は83.1%

次年度においても同内容の

取組を継続する。

②ストップホース確認

紙
減

用
肖の

一　
旦里

ピ
用

コ
使

①両面コピーの徹底

②裏紙使用の徹底

Э社内文書の電子メディア
利用

社内文書の利用によるペーパー
レス化の徹底の実施や再利用を

周知徹底し取組み、

今年度使用量は、
日標値13,821枚

実績値 13,215枚

達成率は104.5%

次年度においても同内容の

取糸巳を糸睦続寸
~る

。

減

。
＞

削
物
物

の
棄
棄

】
一般廃議

廃
＜
産

Э分別の徹底 朝支ごみとリサイクルごみの分別
を行つた。産業廃棄物に関して
は工事受注により変動するため、
環境法規制を遵守した。

分別の徹底やリサイクル率
の向上に、次年度t)継続す
る。

②リサイクル化の推進
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10。代表者による見直し・指示記録  作成日 令和昨 1月 31日

見直しのための情報 情報提供者

見直し概要

見直し実施区分 令和3年度   t定 期♪  臨時

情報の提供者 環境管理責任者

情幸風提伊そ目 'hfu 5年 1月 31日

情報項 目

及び

評価 。課題

1.環境関連法規制等の遵守状況

法規制等管理表参照。違反・訴訟もありません。

2.環境 国標の達成状況

項 日
電力

(kWh)
ガソリン

(0)

軽油

(2)

水使用量
(ポ )

コピー使用量
(枚 )

植物の資源化
(緑のツサイクル )

達成率  1  90% 78% 104%83%104% 100%資源化

評価 × ○ X × ○ ○

※ グリーン購入 (事務用品)は調達率 98%
3.問題点の是正処置。予防処置の結果

ロープ吊り切りによる枝卸し作業中に作業員が怪我を負つたため作業手順を見直し

再発防止に努めるための勉強会を実施しました (3月 22日 )

4.外部からの苦情。要望に対する結果

今年度も地域貢献活動として、近隣道路清掃を(11月・12月・5月・8月 )に実施しました。

現場においても社員一同状況を理解し、苦情がありませんでした。

5.社会・取引先 。法規制等の外部動向

特にありません。

6.環境経営システムの有効性及び妥当性

本社において、安全訓練を実施しました。(10月 4日 )

7.前日の審査における指導事項への対応

環境関連法規の取りまとめを推奨事項にあつた時期に実施しました。

本社移転に伴う緊急事態対応手順書 (火 災対策)の見直し。改訂を作成しました。

8.前回の代表者による見直し時の指示事項への対応

中長期目標を本社移転に伴いエネルギー使用量の年間実績が算出され、令和2年度
基準値で策定しました。

9.その他

審査員からの「フロン排出抑制法Jに基づく簡易点検において製氷機。冷凍冷蔵庫・

キャビン付き重機が該当すると指摘を受け10月 に簡易点検記録表を作成し実施しました。

改善のための

提案

「緊急事態対応手順書 (火 災対策)(改 )J「 高木枝卸し作業手順書Jの実施運用書を
作成しました。

代表者 (経営層)による見直しの内容 代表者

見直し者 代表取締役社長

④見直し実施 日 一本人
「 5年 1月 31日

見直し変更のZ、要性への言及 代表者による指示内容

1)環境方針

(必要)  《不妻) 環境方針はこのまま維持継続すること。

環境 目標及び計画

(必要 )

毎月使用量をチェックすると共に、取組を継続的に行うこと。

◎電気…・空調の適正温度 (メンテナンス)◎車両機械…・点検は細めに
◎水使用量…節水意識 ◎コピー使用量…・社内は裏紙

◎植物資源化 (緑のリサイクル)・ …100%資源化継続的に行う

3)実施体制

(必要)  ご(不動
現在の実施体制を維持すること。

4)社 会・取引先・法律等への対応

(必要)  C(不動
法規制の遵守を継続すること。

5)シ ステムのその他の要素

(必要)  の
環境関連法規等の遵守すべき内容を確認し、継続的に行うこと。

-17-

⑩


